
T s u C i t y

副都市核としてふさわしい、にぎわいのある安全・安心に暮ら
せるまちづくりを進めるため、国の社会資本整備総合交付金を
活用し、久居駅周辺地区都市再生整備事業を実施

事業対象面積

事業期間

１６４ha

平成２７年度
～令和元年度

約８３億８８万円

国交付金
合併特例事業債
起 債
一般財源
その他

１７億１，９８０万円
４４億４，３１０万円

９億５，２８０万円
１０億８，８９９万円

９，６１９万円

【財源内訳】 ①

①
(仮称)津市久居ホール整備事業
期 間：Ｈ27年度～R1年度
整備費：57億4,478万円

久居総合支所跡地に、久居市民会館
に代わる新たな文化芸術拠点を整備

まちづくり再生支援事業
期間：Ｈ27年度～30年度 事業費：150万円②

津市久居アルスプラザを核とした周辺地区のにぎわいの創出や活性化
について、地域とともに検討

事業費

③
市道新町野口線道路改良事業
期 間：Ｈ27年度～R1年度
整備費：5億8,149万円

久居駅東口のロー
タリーまで拡幅さ
れた市道を、南側
県道まで自転車歩
行者道付道路とし
て拡幅整備

④
久居駅東西口広場・東口駐輪
場・東口駐車場整備事業
期 間：Ｈ27年度～R1年度
整備費：9億8,567万円

久居駅東西口広場の再整備に合わせ、
久居駅東口に駐輪場・駐車場を新たに
整備

⑤
久居体育館ユニバーサルデザ
イン化事業
期 間：Ｈ28年度～29年度
整備費：4,861万円

正面出入り口の自動ドア化、トイ
レ、シャワー室等の改修を実施し、
誰もが利用しやすい施設を整備

久居市民会館跡地に、災害時に一時避
難場所としても活用できる市民交流広
場を整備

⑦
久居駅東口防災施設・耐震性
貯水槽・防災備蓄倉庫整備事業

期 間：Ｈ28年度～R1年度
整備費：1億1,831万円

久居駅周辺利用者の災害時における
支援活動などが円滑に行えるよう、
駅東口に一時避難場所等を整備

成美地区内の
既設開水路を暗
渠化し、災害時
における歩行者
の避難路として
活用

⑥
久居交流広場整備事業
期 間：Ｈ27年度～29年度
整備費：1億7,398万円

⑧
避難路整備事業
期 間：Ｈ27年度～R1年度
整備費：6億4,654万円

②

③

④

⑥

⑧

⑤

⑦

久居体育館ユニバーサルデ
ザイン化事業

市道新町野口線道路改良事業

久居駅東西口広場・東口駐輪
場・東口駐車場整備事業

久居駅東口防災施設・耐震性貯水
槽・防災備蓄倉庫整備事業

久居交流広場整備事業

まちづくり再生支援整備事業

（仮称）津市久居ホール整備事業

避難路整備事業

⑧

１０－(１１)－① 久居駅周辺地区都市再生整備事業
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T s u C i t y

１０－(１１)－② 変わります！久居駅東口

広報 津 平成29(2017)年12月16日号より
９月１日に前倒して

OPEN！
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T s u C i t y

１０－（１１）－③【市長コラム】新しくなった久居のまち～祝生誕３５０年～

令和２年２月１日号 広報津より
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１０－(１２)－① 狭あい道路の整備

■狭あい道路整備事業（令和８年度予算 31,344千円）
平成２８年９月より、幅員４ｍ未満の生活道路を着実に拡幅するため「狭あい道路整備事業」を開始しました。
後退部分を寄附していただける方を対象に、その費用の一部を助成し、市が道路整備を行います。

■ 市が維持管理する次に掲げる道路
○ 建築基準法第４２条第２項の規定に係る道路
○ 幅員１．８ｍ以上４ｍ未満の市認定道路
○ 建物が立ち並んでいる幅員４ｍ未満の道路

■ 後退部分の寄附
→ 測量、分筆登記及び除却に要する費用を助成

補助金（9,100千円）
→ 寄附していただく用地に対し報償金を支出

報償金（5,750千円）
■ 後退部分の整備
→ 市が道路整備（１6,494千円）

対象の道路

事業の概要 助成金・報償金の対象事例

助成金・報償金の交付実績と道路整備の実績 敷地後退イメージ図 敷地後退イメージ（国土交通省ＨＰより）

（令和８年1月３１日現在）

交付対象（上限額） 平成２８～令和３年度 令和４年度 合 計

225件 51件

32,977,000円 7,607,000円

81件 16件

9,447,000円 1,170,000円

189件 51件

38,787,069円 6,175,000円

道路整備費

・全ての道路拡幅用地（１００万円）
※路線価に寄附面積を乗じて得た額の１／２

測量
分筆

・道路拡幅用地の測量、分筆（１２万円、３万円）
・所有権以外の権利の抹消登記（５千円）

除却費
・道路拡幅用地内にある門・塀等の除却、
水道メーター・排水ます等の移設（５０万円）
※除却等に要する費用の１／２

報償金

146件

145,190,437円

6件

30,149,295円
・市が道路拡幅用地を整備し、維持管理する

事業の推進状況

寄附延長 寄附面積

平成２８年度

6,119ｍ 5,520㎡

～

1,094ｍ 696㎡

合 計

令和４年度

令和３年度

226,401,506円 45,101,295円合 計 318

令和５年度 1,056ｍ 692㎡

令和７年度

令和６年度令和５年度

令和６年度

38件

13件

1,261,000円

39件

5,389,000円

44件

72,582,703円

84,635,703円

343件

１22件

308件

227件

50,202,000円

１3,037,０００円

54,661,069円

277,754,882円

395,654,951円

529ｍ 528㎡

9,178ｍ 7,820㎡

20件

2,975,000円

7件

659,000円

20件

2,298,000円

23件

２1,710,2７２円

２7,642,2７２円

380ｍ 384㎡

令和７年度

9件

5件

9件

8件

1,240,000円

500,000円

2,012,000円

8,122,175円

11,874,175円

10.都市空間

5,403,000円



T s u C i t y１０－(１２)－②【市長コラム】セットバック費用を助成します
～狭い生活道路を広げましょう～

平成２８年５月1日号 広報津より
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T s u C i t y

１０－(１３)－① ＪＲ名松線の全線復旧・利用促進①10.都市空間

平成２１年１０月の台風１８号での被災により、家城駅～伊勢奥津駅間（１７．７ｋｍ）で代行バスによる運行が続いていたJR名
松線は、全線運行再開に向けて、津市・三重県・ＪＲ東海の３者で復旧工事を推進してきました。

【復旧事業費および復旧工事状況】 【復旧箇所の様子（水路整備・軌道整備）】

全て完成

平成２８年３月２６日 全線復旧！

事業名 総事業費 事業実施
個所数

水路整備事業
（津市が実施）

約７億５，０００万円 ２６

治山事業
（三重県が実施）

約４億７，１００万円 １９

鉄道施設復旧事業
（ＪＲ東海が実施）

約４億６，０００万円 ３８

全線復旧から10年が経過し、更なる利用促進に向けて行政と市民が一体となり
利用促進に取り組んでいます！【令和7年度予算 7,660千円】

平均利用者数（家城駅～伊勢奥津駅間）（ＪＲ東海による）

〔復旧前〕
約９０人／日

（Ｈ２８.３.２６～Ｈ２９.３.２５）

〔復旧後〕
約１８０人／日

運行再開後、延べ６６，０００人が乗車
（Ｈ２８.３.２６～Ｈ２９.３.２５）
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T s u C i t y

１０－(１３)－② ＪＲ名松線の全線復旧・利用促進②10.都市空間

●全線復旧後の利用状況
●名松線接続の観光スポット臨時バス運行実績および市営コミュニティバスへの移行

平成２９年度から三多気の桜方面、
また平成３０年度からはミツマタ群生
地への臨時バスを名松線と接続して
運行しました。令和３年度からは観光
対応コミュニティバスとして観光ス
ポットの見頃に応じて運行しています。

名松線全線復旧後、レンタサイクル利用者が急増
し、観光名所や、森林セラピー®基地の新緑の癒
しの風を感じていただいております。無料で借り
られる、電動アシスト付き自転車は、名松線降車
後の観光に最適なツールとして大好評です。

●電動アシスト付きレンタサイクル利用実績 ＜平成27年10月20日：レンタル開始 平成28年3月26日：ＪＲ名松線復
旧＞

●名松線利用者無料臨時バス利用実績 ※津市調べ

年度 臨時バス利用人数

平成29～31年度 延べ845人

令和２年度 延べ16人※新型コロナにより4日中2日中止、桜まつり中止

年度 期間
JR名松線
利用人数

無料臨時バス
利用人数

Ｈ２９

5月（5日間）
【ゴールデンウイーク】

1,510人 835人

10月（2日間）
【アサギマダラ週間】

111人 19人

11月（3日間）
【北畠氏館跡庭園ライトアップ】

700人 400人

Ｈ３０

4月上旬（2日間）
【桜開花期間（臨時）】

531人 87人

4月～5月（7日間）
【ゴールデンウイーク】

1,248人 627人

10月（5日間）
【アサギマダラ週間】

575人 263人

11月（3日間）
【北畠氏館跡庭園ライトアップ】

345人 227人

年度 期間
JR名松線
利用人数

無料臨時バス
利用人数

Ｈ３１
／
Ｒ１

4月～5月（7日間）
【ゴールデンウイーク】

1,113人 401人

10月（3日間）※うち1日、台風接近のため中止
【アサギマダラ週間】

34人 17人

11月（3日間）
【北畠氏館跡庭園ライトアップ】

256人 157人

Ｒ２

4月～5月※新型コロナ対策のため中止
【ゴールデンウイーク】

中止 中止

10月（3日間）※新型コロナ対策のため中止
【アサギマダラ週間】

中止 中止

11月（3日間）※新型コロナ対策のため中止
【北畠氏館跡庭園ライトアップ】※行事も中止

中止 中止

【三多気の桜】 【ミツマタ群生地】

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 累計

貸出実績
（人）

286 1,953 1,134 1,010 870 674 597 660 698 719 458 9,059

※令和３年度以降は臨時バスを津市コミュニティバスと統合して運行します。
桜や紅葉など観光シーズンに土日・祝日を基本に運行します。

年度 備 考

令和３年度～ 観光シーズンのみコミュニティバスに土日、祝日を追加運行

（R8.1.31現在）
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T s u C i t y

１０－(１３)－③ ＪＲ名松線の全線復旧・利用促進③10.都市空間

名松線全線開業９０周年記念事業＆第７回終着駅サミットを開催

名松線が令和７年１２月５日に全線開業９０周年を迎えたことを契機として、同年１２月７日（日）に全線開業９０周年
記念事業を行いました。併せて、全国で７回目となる終着駅サミットを同時開催しました。

ステージイベントや特産品の販売も実施

会場周辺では屋外
ステージイベントの
開催や地元特産品
などの販売も行い、
大変賑わいました

Ｃｈｏｊｉ丹生俣神楽美杉連山のろし太鼓駅前マルシェ

ＪＲ東海の協力事業

記念事業に合わせ、ＪＲ東海主催事業
も実施されました。沿線の白山高校
生がデザインしたロゴによるヘッド
マークを付けた記念列車の出発式や、
名松線乗り入れ初となるキハ75車
両の特別列車の運行等がありました。

記念列車出発式 記念列車 特別列車（キハ75）

記念事業は名松線伊勢奥津駅周辺を会場として、記念式典にはじまり、大井川鐡道の鳥塚社長による講演会、鳥塚社長と若桜鉄
道の上川社長や名松線利活用活動を行う地域団体の長に津市長を加えてシンポジウムが行われました。講演会やシンポジウムでは
地域と鉄道の関わりについて意見が出し合われました。名松線の開業９０周年をきっかけとして、地域におけるローカル鉄道の意義
と、鉄道を活かした地域の取り組みについて、再認識されるイベントとなりました。会場には、約２，０００人の来場者がありました。

記念式典 記念講演 記念シンポジウム
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T s u C i t y

行政の取組

■ ＪＲ名松線の魅力発信・ＰＲ活動
○メディアでの情報発信、各種イベントでのＰＲ
○ＪＲ東海、地域関連団体と連携した取り組み

【平成28年度】
・H28.3月 乗ってお得名松線沿線おもてなし巡り加盟店発足
・H28.7月 三重テラス（東京）ＰＲ、なぎさまちフェスタＰＲ
・H28.10月 小学生作品展開催
・H29.1月 第40回つデイ、ローカル鉄道展他ＰＲイベント開催
・H29.3月 名松線全線復旧１周年記念イベント開催
【平成29年度】
・H29年度 複数のイベントにて名松線をＰＲ
・H29.6月 三重テラス（東京） 第45回つデイ名松線ＰＲ
・H29.8月 名松線で行く宿題解決プラン・自然満喫プラン開催
・H29.10月 小学校作品展アストプラザ5階にて開催
・H30.1月 三重テラス（東京）岐阜県・三重県共同ローカル鉄道展

久居農林高等学校名松線弁当レシピコンテストを開催
・H30.2月 金山総合駅（愛知県）、松阪市武四郎まつりＰＲ
・H30.3月 名松線全線復旧２周年記念イベント開催
【平成30年度】
・H30.4月 春の美杉満喫ツアーを開催
・H30.6月 三重テラス（東京） 第54回つデイ名松線ＰＲ
・H30.7月～8月 名松線で行く！宿題解決と自然満喫プラン開催
・H30.10月 鈴鹿市F-1グランプリＰＲ、小学校作品展開催
・H31.1月 金山総合駅（愛知県）名松線沿線魅力ＰＲ
・H31.3月 名松線全線復旧3周年記念イベントを名松線を守る会と共催
【令和元年度】
・R1.8月 名松線で行く！宿題解決と自然満喫プラン
・R1.9月 金山総合駅（愛知県）名松線沿線魅力ＰＲ
・R1.10月 小学校作品展開催、鈴鹿市F-1グランプリ他ＰＲ出展
・R1.12月 美杉まるごと大集合ＰＲ
【令和２年度】
・R2.8月 名松線で行く！宿題解決と自然満喫プラン（中止）
【令和３年度】
・R3.4月～6月 名松線写真パネル展示（三重県庁舎、松阪市庁舎）
【令和４年度】
・R4.4月 名松線写真パネル展示（三重県庁県民ホール）
・R4.10月 名松線写真パネル展示（鉄道の日記念イベント）
・R4.11月 三雲文化祭ＰＲ
・R5.2月 名松線写真パネル展示（ほっとギャラリー）
【令和５年度】
・R5.4月 名松線写真パネル展示（三重県庁県民ホール）
・R5.11月 小学生作品展示、三雲文化祭ＰＲ

１０－(１３)－④ ＪＲ名松線の全線復旧・利用促進④

【令和６年度】
・R6.8月 伊勢奥津駅給水塔の文化財登録に向けた調査実施
・Ｒ6.12月 伊勢奥津駅給水塔が国の登録有形文化財建造物となる
【令和7年度】
・Ｒ7．12．7 名松線全線開業９０周年記念事業＆第７回終着駅サミットを開催 来場約２，０００人

■ パーク＆ライドの運用（Ｈ27.7.21～）
一志庁舎と白山庁舎の駐車場の一部を名松線利用者駐車場（無料）として開放

■ レンタサイクルの運用（H27.10.20～）
名松線利用者の美杉町内移動の利便性向上のため、町内3か所でレンタサイクルを無料貸出
【美杉庁舎】【伊勢奥津駅前】【道の駅美杉】
また、令和３年度からは白山町地内家城駅周辺にもレンタサイクルポートを設置

■ 無料臨時バスの運行（H28年度～）
ゴールデンウイーク、アサギマダラ観賞期間（10月）、北畠氏館跡庭園ライトアップ（11月）
等に合わせて、伊勢奥津駅前等から観光地へ無料臨時バスを運行
令和３年度のコミュニティバス再編に合わせ、観光シーズンの無料バスをコミュニティバス
と統合して運用を開始

■ ＪＲ東海との主な連携
・H30.2月 金山総合駅（愛知県）名松線沿線魅力ＰＲにて制服着替え記念撮影
・H30.3月 名松線全線復旧２周年記念イベント

俳句コンテスト入賞作品を名松線車内でアナウンス
・H30.7月～8月 名松線で行く！宿題解決と自然満喫プラン

制服着替え記念撮影と名松線クイズ大会
・H31.1月 金山総合駅（愛知県）名松線沿線魅力PRにて制服着替え記念撮影及び模擬体験
・H31.3月 名松線全線復旧３周年記念イベント

開催に実施協力。制服着替え記念撮影及び模擬体験等
・R1.5月 伊勢奥津駅にてＪＲさわやかウオーキングを開催（初開催、ＪＲ主催）
・R1.8月 名松線で行く！宿題解決と自然満喫プラン

名松線クイズ大会と制服着替え記念撮影等
・R2.11月 伊勢奥津駅にてＪＲさわやかウオーキングを開催（ＪＲ主催）
・Ｒ7.12.7 ９０周年事業に併せ記念列車出発式を開催
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１０－(１３)－⑤ ＪＲ名松線の全線復旧・利用促進⑤10.都市空間
市民団体の取組

■名松線を守る会
景観整備（沿線の竹の伐採：2回実施）、ＰＲ活動
・H28.3.26 名松線開通80周年・全復旧記念事業
・H28年度 ＰＲイベント３回実施
・H29.3.26 ＪＲ名松線全線復旧1周年記念イベント
・H29年度 ＰＲイベント３回実施
・H30.3.25 ＪＲ名松線全線復旧２周年記念ウォーク
・H30年度 PRイベント５回実施、市の事業に協力
・H31.3.24 JR名松線全線復旧3周年記念イベント開催
・R1.5.25 ＪＲ東海さわやかウオーキングに協力
・R1.8.2～3 名松線宿題解決プラン参加者お出迎え、お見送り
・R1.8.8 三重県内高校生新聞部の名松線取材に対応
・R1.10.13 津まつりにてPR
・R1.10.27 森林の市（大阪）にてＰＲ
・R1.12.14 ぷららてんま（大阪）にてＰＲ
・R2.8.1～2 名松線親子ツアー
・R2.10.17～18 名松線アサギマダラ観賞ツアー
・R2.11.14～15 名松線紅葉周回バス運行
・R2.11.29 ＪＲ東海さわやかウオーキングに協力
・R3.7.23～24 名松線親子ツアー
・R4.3.26～27 名松線ミツマタウオーク、桜巡りバス実施
・R4.7.23～24 名松線親子魚つかみツアー
・R4.10.15 名松線アサギマダラバスツアー
・R4.11.20 名松線紅葉バスツアー
・R5.3.25 名松線ミツマタウオーク＆紙すき体験
・R5.3.30 名松線お花見バスツアー
・R4年度 津市コミュニティバスを利用して名松線をＰＲ
・R5.4.8 名松線三多気お花見ツアー
・R5.7.29・30 名松線親子魚つかみツアー
・R5.10.1 名松線松阪もめん体験ツアー（初の美杉町民向けイベント）
・R5.11.16 名松線君ケ野ダム湖畔紅葉ツアー
・R6.3.10 国宝高田本山参拝と醤油づくり体験
・R6.3.24 名松線ミツマタウオーク
・R6.3.28 名松線お花見バスツアー
・R6.7.20・21  名松線魚つかみツアー
・R7.1.19 名松線でお伊勢参り
・R7.2.23 名松線で斎宮めぐり
・R7.３.22 名松線ミツマタウオーク
・R7.3.27 名松線お花見バスツアー
・R7.４.12 名松線三多気お花見ツアー
・R7.5.6 名松線六田こんにゃくと苔玉づくり体験
・Ｒ7.7.19 名松線魚つかみツアー
・Ｒ7.12.7 名松線９０周年記念事業に実行委員会として参画

■津市観光ボランティアガイド・ネットワーク協議会
・H27年度 ＪＲ名松線復旧記念ウォークを10回開催

第1回 ～ 第10回 参加者合計 810人
・H28年度 名松線で巡る一志・白山・美杉のいいとこ発見

名所旧跡ガイドとして全５回協力（８月～１２月まで）
・H29年度～R1年度 沿線ええとこめぐり 毎年度全６回
・R2年度 沿線ええとこめぐり 全６回(新型コロナの影響で1～3回中止)
・R3年度～R７年度 沿線ええとこめぐり 毎年度全６回

■竹原地域活性化協議会
・H30.11.25 ちどりの里15周年感謝祭（伊勢竹原駅にて名松線利用客をおもてなし）

■八知地区活性化協議会
・H30.3.月～毎年3月
名松線全線復旧記念イベントを開催（伊勢八知駅）
・R2年度【新型コロナの影響で中止】

■太郎生地域づくり協議会
・毎年10月 名松線で『アサギマダラに出会うツアー』 開催（H28年スタート）
・R4年度 「アサギマダライベント」を名松線を守る会と共催

■多気の郷元気づくり協議会
・Ｈ29.11月 名松線無料臨時バス運行日の1日間『おもてなしの宴』 開催
・R4年度 津市PTA連合会わくわく体験イベントを名松線利用で実施

■名松線を元気にする会
・H28.3.26 全線復旧記念イベント
・H28.8.28 伊勢奥津駅からボンネットバスを運行
・H28.9.11 名松線に乗って遊んで楽しんでＮｅｗ体験イベント
・H29.5.21 美杉春の陣(北畠神社コスプレイベント)
・H29.11.19・26 伊勢奥津駅からボンネットバスを運行
・H30.11.18 伊勢本街道奥津宿の陣（伊勢奥津駅からボンネットバス運行、

本街道散策等）
・R1年度 名松線ＰＲグッズを作製し、各イベントにてＰＲ活動を実施
・R2年度～R７年度 名松線ミニフォトブック第３～８版を作製しＰＲ
・Ｒ7.12.7 名松線９０周年記念事業に実行委員会として参画

■おこしなして市場
・R1.12.14 美杉（うますぎ）市場開催
・R2.11.29 ＪＲさわやかウオークに合せ美杉市場開催

■北畠氏館跡庭園ライトアップ実行委員会（H28年度～）
・毎年11月 北畠氏館跡庭園ライトアップ事業にて名松線無料臨時バスと連携
・R2年度～ R4年度【新型コロナの影響で中止】
・R5.11.11～12 ４年ぶりのライトアップ実施 500名を超える盛況
・Ｒ6.11.8～9 関東や関西から若い方が来場、ＳＮＳで発信される
・Ｒ7.11.21～23 ３日間開催約600名が来場 324
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１０－（１３）－⑥ 【市長コラム】奇跡の名松線

平成２８年８月１日号 広報津より
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平成２０年４月１日、川喜田半泥子の創作の地として、また、藤堂藩ゆかりの地として歴史深く、市街地にまとまって緑が残された貴重
な地でもある千歳山の寄附を受け、「津市千歳山を考える会」や市民現地視察会の開催等を踏まえ整備の方向性を検討。

【整備の方針】
市街地に残された貴重な自然の保全と、川喜田半泥子が過ご
した往時を感じる公園として整備

千歳池

１０－(１４) 千歳山の整備

水辺空間を活かしたゾーン

歴史的な工作物を活かしたゾーン

豊かな自然を保全するゾーン

千歳池を中心とした豊かな水辺空間を
活かしたゾーンを形成

本宅跡や千歳文庫など残された歴史的
な工作物等を活かしたゾーンを形成

巨木等の豊かな自然を保全
するゾーンを形成

【現況図】

岩田池公園のサブエントランス・園路整
備を千歳山への進入路としても活用
（県道久居停車場津線からのアクセス）

：整備対象区域

面積：約74,000㎡
（津球場約６個分の広さ）

ｻﾌﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ

千 歳 山

年度 H26 H27 合計

事業費
(千円)

3,340 11,432 14,772

整備
内容

基本計画 基本設計
測量
試掘調査
通路修繕

【整備の流れ】

仮設道路
(R3～R6)

地盤改良
(R6～)

堤体移設

園路整備

岩田池

市道

【位置図】

【完成断面図】

10.都市空間
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岩 田 池 公 園

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 合計

事業費
(千円)

3,363 1,432 8,905 12,036 22,662 17,032 15,006 18,487 19,009 145,030 262,962

(予算額)

整備
内容

実施設計(ｻ
ﾌﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ)

補償積算 用地取得
実施設計
(園路)
地質調査

実施設計
(堤体移設)

工事
(ｻﾌﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ
造成)

工事
(園路整備のための仮設道路)

工事
(仮設道路、
地盤改良)
等

工事
(地盤改良
等)



T s u C i t y１０－(１５)－① 官民連携事業によるＨＯＷＡパーク
（中勢グリーンパーク）の整備

【H９～２９年度】市民の健康増進・憩い・交流の場として、平成９年度から総合公園「中勢グ
リーンパーク」の整備を開始。計画面積約28.3haのうち、第１期、第２期及び第３期の約
16.2haのうち一部のエリア（未開園エリア）を除く約14.5haを平成２９年度に開園

第１次審査、第２次審査において公募設置等計画を審査し、設置等予定者
（事業者）を決定（R3年7月13日）
【事業者】 中勢GP未来会議
代表法人 株式会社 宝輪
構成法人 株式会社 浅井農園 、 イケダアクト株式会社

Park-PFIを活用した官民連携事業の事業者を募集 （R3年1月21日）

＜公募時に求めた内容＞
「広域的な誘客」、「利用層の拡大」、「一年を通じた賑わいの創出」など、さ

らに魅力あふれる公園づくり
【公募対象公園施設】 飲食施設の整備・運営を行う （民設・民営）
【特定公園施設】 管理棟、日陰施設、芝そりゲレンデ、トイレ等の整備を行い、

特定公園施設整備費用の９割かつ1億5,300万円を上限

事業者が提出した公募設置等計画を認定 （R3年12月14日）

第１次審査、第２次審査において公募設置等計画を審査 （R3年5～7月）

基本協定の締結 （R4年1月）
特定公園施設に係る建設・譲渡契約の締結 （R4年2月）

事業者による施設整備 （R4年2月～R5年3月）

令和5年4月1日 新たなエリアの開園

【Park-PFI事業による整備エリア】

中勢グリーンパーク Ｐａｒｋ-ＰＦＩ事業のねらい

・ 『飲食施設がない』 『日陰が少ない』 『子育て
世代以外の利用が少ない』
という課題を解決して、より魅力的な公園に！

・ 収益施設（飲食店など）を民間事業者の費用
で、民間事業者が整備する。

・ 公共部分（日陰施設、管理棟、トイレなど）の
整備費用に、収益施設から見込まれる収益の
一部を充てることで、市負担額の軽減を図る。

＜事業の経過・今後の流れ＞

【H２９～R1年度】平成２９年６月に創設された国の交付金が重点的に配分される
Park-PFI制度を活用し、事業可能性調査を実施

事業の可能性を確認

調
査
内
容

・内閣府が官民連携導入可能性についてヒアリング調査を実施（H30年2月）
・来園者への調査（利用者ニーズアンケート、来園者数）（H30年10月）
・先進地事例などの調査研究
・サウンディング型市場調査（第１回目：R1年5月、第２回目：R1年9～10月）

【R２年度以降】Park-PFIを活用した未開園エリアの整備開始

10.都市空間
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◆ 年間来園者数の推移 （従前の年間来園者数 約12 万 6 千人）

・R 5 年度 約２２万人
・R 6 年度 約２２万人
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令和４年２月１日号 広報津より

１０－(１５)－②【市長コラム】公園にも民の力を
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津市の地籍調査の現状

１０－(１６)－① 地籍調査の推進①

・ 昭和51年度に事業着手（旧美里村）
・ 津市の地籍調査進捗率

・ 現在、河芸町、白塚・栗真等にて実施中
・ 三重県下の地籍調査進捗率 9.86％

年度 令和６年度末

進捗率 6.13%

※事業対象面積：６８９．２４㎢ （調査済み累計面積：４２．２６㎢）

・ 土地境界をめぐるトラブルの未然防止
・ 登記手続の簡素化・費用縮減
・ 土地の有効活用の促進
・ 各種公共事業の効率化・コスト縮減
・ 災害復旧の迅速化
・ GISによる多方面での利活用 など

10.都市空間

地籍調査進捗率
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津市の取組

地籍調査事業の効果

（令和６年度末）（出典 ： 国土交通省 地籍調査Webサイト）
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南海トラフ大地震に伴う津波災害に備え、重点整備区域において官民境界の明確化ができた
今、津波災害時における沿岸地域のより迅速な津波災害時のライフライン等の速やかな復
旧・復興のため、一筆ごとの境界明確化を図り、重点整備区域の地籍調査完了を目指します

実施場所

津市の地籍調査事業の展開

１０－(１６)－② 地籍調査の推進②

津市役所本庁舎

（単位：千円）

事業費重点整備区域における事業計画

330
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（予算額）

調査地区 面積 事業手法 令和5 令和6 令和7 令和8 令和9 令和10 令和11 令和12 令和13 令和14

① 河芸②その２ 0.66 一筆地調査

② 雲出① 1.60 一筆地調査

③ 雲出・高茶屋 2.20 一筆地調査

官民境界等先行調査

一筆地調査

⑤ 白塚・栗真 0.78 一筆地調査

街区境界調査

一筆地調査

街区境界調査

一筆地調査

街区境界調査

一筆地調査

10.43

⑦ 江戸橋・桜橋① 1.39

⑧ 江戸橋・桜橋② 1.20

④ 河芸③ 1.66

⑥ 白塚 0.94



T s u C i t y

１０－(１６)－③ 地籍調査のあゆみ

331

10.都市空間

1,095 1,243 945 1,086 1,121 1,130 1,512 1,041 1,039 1,674 
6,344 6,880 

23,383 

18,207 
14,471 

10,311 

14,085 
13,824 

13,994 

16,000 
15,457 

（R７補正）

予算額

2.25％
2.81％

4.81％
6.27％

1.32％

地籍調査
の進捗率

（万円）

年度

用地・地籍調
査推進室担当 用地・地籍調査推進課

有識者対談

重点整備区域の設定

津市地籍調査推進協議
会の設立

H27～R4 第１次津市地籍調査事業計画

H29 有識者対談

山村部境界基本調査
（リモートセンシングデータ整備事業）

効率的手法導入推進基本調査（ＭＭＳ）

国土調査のあり方検討小委員会
委員に市長就任

R5～14 第２次津市
地籍調査事業計画

都市部特定地籍整備推進
モデル事業（ＭＭＳ）

組織

１人 ２人 ３人 ８人 １０人
人員

H26

R7

R5H29

R1

R2

R7

ミチセキアワード2025
大賞受賞

ミチセキアワード2025 表彰式

（令和８年１月２８日(水) 東京ビッグサイト）
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１０－(１６)－④ 地籍調査ってなあに？

事業主体：市

事業主体：市

広報 津 平成28(2016)年9月1日号
「シロモチくんとゴーちゃんが語る津市政」より
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１０－(１６)－⑤【市長コラム】地籍調査を進めます

平成２８年９月１日号 広報津より
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１０－(１７)－① 建設発生土の処分地を確保

令和７年度 当初予算 ６５，０１８千円

（工事請負費等） 334

10.都市空間
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令和５年８月１日号 広報津より

１０－(１７)－②【市長コラム】姿を変える養鰻池

335

10.都市空間
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設計図

１０－(１８) 津駅前北部土地区画整理事業

概 要

整備前の状況

下水道整備の遅れ

狭あい道路と老朽家屋

緊急車両通行不可
災害時に被害拡大のおそれ

大雨時に浸水被害が発生

整備後の状況

区画道路の整備

都市計画道路には歩道の設置、電線類の
地中化を行い、安全・安心な交通網を確保

道路幅員を６ｍとし、上下水道も整備して快
適で安全なまちへと生まれ変わりました

駅前の宅地利用増進

基盤整備の遅れ、狭あい道路や
密集市街地等の課題解消

日常生活における利便性の
向上及び災害対策

総合的な整備の必要性

N
アスト津

１号公園

２号公園

津駅

近鉄名古屋線

＝

土地区画整理事業の
実施！！

津都市計画事業津駅前北部土地区画整理事業
施行面積 １１５，７４０㎡
事業期間 平成７年度～令和１１年度
整備内容 都市計画道路４路線 延長９６２ｍ

公園２箇所 面積３，４９８㎡ 等
公共用地率 施行前 １２．０１％

施行後 ３０．２６％
総事業費 １４８億１００万円

（財源内訳）
国費 ３５億6千2９１万円
市債 ２９億８千２４３万円
市費 ８2億5千5６６万円

事業の目的
当地区は、県都の玄関口である津駅に隣接する地区
でありながら、道路等公共施設が未整備で、交通のあ
い路となっており、密集市街地を形成していました。
このため地区内の都市計画道路４路線の整備と、区
画道路、公園等の公共施設を整備し、周辺の土地利用
との整合を図りつつ、都市防災にも充分配慮し交通の
円滑化、宅地利用増進を促進し、安心・安全で住みやす
く健全な市街地の造成を図ることを目的とし実施しま
した。
事業の完了
令和６年１０月２５日に換地処分の公告を行い、清算を
残すのみとなりました。

整備前
津駅

都市基盤の整備

10.都市空間
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令和３年７月

１０－(１９)－① 津駅周辺道路空間検討の国・県・市の取組

国、県、市で
津駅周辺道路空
間再編検討委員
会を設立

令和４年３月

津駅西口
駅前広場

津駅東口
駅前広場

津チャム

賑わいの創出空間

アスト津

近鉄
津駅

津駅東西連絡歩道橋

津駅東西連絡線（地下道）

JR津駅

伊勢鉄道
津駅

必要な機能の
調査・検討

・課題や機能強化の必要性
・課題を踏まえ求められる
機能・役割の方向性等

具体的な
整備方針の検討

・計画の対象範囲
・整備のイメージ等

具体的な
事業内容の検討

・施設配置計画
・事業区分・役割分担等

事
業
化

<交通拠点の機能強化・再編に係る事業化に向けた進め方><これまでの取組>

県と市で
津駅周辺道路空
間検討会を設立

令和２年７月

国、県、市で
津駅周辺道路
空間検討委員
会を設立

令和３年３月 令和４年７月～

公共交通の利便性の強化

災害時の対応の強化

駅周辺の回遊性の強化

歩行者の賑わいや

滞留の強化

東西連携の強化
23

337

津駅周辺道路空
間検討委員会に
おいて「津駅周
辺道路空間の整
備方針」をとり
まとめ

津駅周辺道路空
間検討会におい
て津駅周辺道路
空間の基本的な
方向性をとりま
とめ

事
業
計
画
策
定

10.都市空間
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１０－(１９)－② 津駅周辺道路空間検討の津市の取組

338

津駅西口駅前広場の再整備

津駅西口駅前広場基本方針

① 即効性かつ連続性のある駅前広場再編

② 交通流動の秩序化

③ 駅前広場全体の最適化
【配置計画（案）の検討】
ゾーニング、配置・動線を検討

令和６年度

津駅周辺の道路空間整備

通行止めの横断歩道橋

自転車等駐車場の再整備 津駅東西自由通路の整備

〇横断歩道橋の通行止

〇津駅東西自由通路の
事業主体を「津市」に
決定（R5.8.21）

自転車等駐車場を含む津駅周辺の公共施設の整
備及び運営に係るPPP/PFIの導入可能性調査
結果を取りまとめ

雑然と置かれた駐輪場

令和６年度

通学時の混雑状況 無秩序な停車車両の滞留

・津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議
交通の整序化と交通事業者の主体的な管
理運営を検討（５回開催）

【基本方針の概要】

津駅西口駅前広場の基本計画（R7.3策定）

津駅西口駅前広場整備の基本計画策定
の取組

10.都市空間

令和7年度

津駅西口駅前広場整備に係る測量・設計

令和7年度

自転車等駐車場の整備についての再整備・有料
化による適正な管理方法を検討し、整備・運営を
行う事業者の選定に向けたサウンディングの実
施

津駅西口駅前広場工事に着手

令和８年度

津駅周辺シェアサイクル運営事業
ラストワンマイルの移動円滑化と回遊性向上の
可能性を検証し、将来的な津駅の交通結節点機
能の強化につなげる

・駅利用者及び市民への意見募集（４回実施）

整備イメージ

令和８年度

令和８年度

民間のノウハウを活用し、津駅周辺全体
の賑わい創出と活性化に繋げる

令和7年度

令和7年度

官民連携による、交通ターミナルと一体と
なった駅周辺整備の可能性検討

令和８年度

交通ターミナル上部空間活用に係る公募に向け
たアドバイザリー業務

津駅東口周辺道路空間の再編

整備・運営事業者の選定、協定の締結及び詳細設
計の着手

自転車等駐車場再整備イメージ

サウンディング調査により、民間主導による
交通ターミナル上部空間活用と、津駅周辺の
公共施設のバンドリングの導入可能性を調査
し、実施スキームを検討

津駅東口周辺まちづくり懇話会
地域の意見を集約し、津駅周辺道路
空間再編検討委員会へ伝達

賑わい創出実験（R5年10月、12月）

賑わい・滞留空間・防災機能向上の必要性
を確認

令和６年度

・賑わい・防災・回遊性をテーマに東口駅前に
整備する機能を検討

令和7年度

令和５年度

国・県・市 ◆津駅周辺道路空間の整備方針
（R4.3策定）の具体化
◆交通拠点の機能強化の検討

津駅周辺道路空間再編検討委員会

伝
達

共
有
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１０－(１９)－③ 津駅周辺道路空間検討の津市の取組

339

10.都市空間

「みえ県都の顔となり、地域の活力を引き出し、
災害にも強い空間へ」

津駅周辺基盤整備の基本理念

津駅周辺基盤整備のコンセプト

津駅周辺基盤整備の方向性
（ビジョン）の策定（令和７年７月）

津駅周辺の将来の利用イメージ

国、県及び本市が連携した津駅周辺
基盤整備の取組を加速させた上で、

整備方針を具体化することを目的に、
津駅周辺地区の特性や課題を踏ま
え、目指す将来像を示したビジョンを

本市が策定

●歩行空間の確保

●案内誘導の充実

●多様な交通モードの集約化

●駅前広場内の交通整序化

●乗降スペースの再配置 ●新型モビリティ・先進モビリティに対応する整備

●ペデストリアンデッキの整備

（災害時）
●デジタルサイネージによる
情報発信

出典：国土交通省資料

（平常時）
●デッキ構造による空間創出
●避難スペースとしての活用を
情報発信

（災害時）
●物資備蓄・供給
スペースの確保

（災害時）
●かまどベンチの

活用

出典：津市資料

（災害時）
●一時的な避難場

所の提供

出典：国土交通省・呉市資料

出典：国土交通省・呉市資料

（災害時）
●代替交通の発着拠点

の確保

出典：国土交通省・呉市資料

●官民連携による複合建築物

●交通ターミナル

●ペデストリアンデッキ

●広場

●浸水時でも利用可能な立体構造の空間

●一時的に滞留が可能なスペース

●東西地域間の交流の起点となるような機能の確保

●近隣地区への

移動ニーズに対応

●新技術を活用した案内誘導の充実
●駅周辺の情報が収集できる機器
（デジタルサイネージ、ロボット等）

●多様な新型モビリティ

出典：国土交通省・呉市資料

（災害時）
●蓄電池システム

の活用

●一般乗降スペースの改善
●歩行空間の確保

●駅前広場内の交通整序化

●公共交通の乗車場所
の再配置
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１０－(１９)－④ これからの津駅

令和７年１月１日号 広報津より
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令和７年１月１日号 広報津より

１０－(１９)－⑤【市長コラム】津駅の新しい姿に向けて

341
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T s u C i t y１０－(２０)－① 大門・丸之内地区
未来ビジョンに基づくまちづくり

津センター
パレス

エリアプラットフォーム「大門・丸之内 未来のまちづくり」による官民連携の取組

目標１ 人が集い、交流、活動できるまち

目標２ 楽しく歩いて回遊できるまち

目標３ エリア価値の高いまち

目標４ 魅力情報が発信されるまち

目標５ 持続可能なまち

未来ビジョンの５つの目標
先導的取組

「リーディングプロジェクト」

お城公園、お城前公園、観音公園、津市まん中広場
などの活用

立町･大門大通り、国道23号の活用、新たな移動
手段の導入

空き地・空き家・空き店舗の活用

地域が一体となった情報発信

清潔な空間づくり、安全・安心なまちづくり

未来ビジョンに基づき、官民が連携して新たなまちづくりを推進

エリアプラットフォームの設立と未来ビジョンの策定

令和３年度 現況調査、課題整理、方向性の検討

令和４年度 津市大門・丸之内地区未来ビジョン
策定委員会の設置

令和５年３月20日
・エリアプラットフォーム「大門・丸之内 未来

のまちづくり」の設立
・「津市大門・丸之内地区未来ビジョン」策定

23

❷ ➊

➊

お城前公園

➌

➌➊

➊

➍

10.都市空間

令和５年度の取組
➊道路空間活用実験
「ふらっと大門・丸之内」
❷広場・公園の美化活動
③SNSによる情報発信

令和６年度の取組
➊シェアサイクルの
導入実験

❷公園空間活用実験
「ふらっと大門・丸之内
＠お城前公園」
➌将来的な道路空間のあり方
の検討
➍ふらっと大門・丸之内
まんなかランチひろば

⑤地域のホームページ作成

➊

➊

❷

❷

お城公園

令和７年度の取組
〇シティプロモーション事業
①大門・丸之内デジタルマップの作成
❷観音公園での社会実験
❸道路将来図の作成
❹城下町テラスの開設

❺ふらっと大門・丸之内
まんなかランチ広場

❻ふらっと大門・丸之内＠お城前公園

❼花苗植栽活動
⑧情報発信・広報事業

観音公園

❷

❸
❹

❻

➊
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❺❼

まん中広場
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大門・丸之内地区は、太平洋戦争により市街のほとんどを焼失したが、戦後速やかに
実施された戦災復興土地区画整理事業によって、現在の市街地の基盤が整備された。

土地は整序されているものの、間口
が狭く、奥行きの深い土地が連なっ
ている

こういった大門・丸之内地区の不動産の特徴・課題、不動産所有者の意向を受けて、津市独自の新たな仕組みを創設

細長い空き店舗・空き地が点在する
状態では、時代に即した次の土地利
用が進みにくい

「すぐには売却・賃貸できない」
「地価が下がっていて、売る気にならない」
「具体的な活用提案がなく、相続登記をしていない」

「何とかしたい」
「いずれ時期がきたら」

大門・丸之内地区の不動産所有者約１３０人に意向調査を実施【Ｒ４～R６】

とはいえ

津市大門丸之内土地・建物活用意向登録システム

特徴 課題

不動産所有者の意向地区の不動産の特徴・課題

将来の意向にも対応特
徴
１

特
徴
２

特
徴
３

地
権
者
の

意
向

津市が所有者の意向と事業者の希望を把握し、情報を
安全に管理しながら所有者と事業者を結び付ける

といった、
活用を求める声が届く

津市が土地の集約・再編も視野に入れた面的に俯瞰した
コーディネートを行う

守秘義務が課せられている津市職員が運用を行い、同意
なく公開・提供されることがない

仕組みと流れ ３つの特徴

大門・丸之内地区の土地・建物の活用促進に向けた取組

新たな土地・建物の活用を目指す

将来の売却・賃貸の意向も登録できる

事業者

所有者

事業計画が決まっていなくても登録できる

１０－(２０)－② 大門・丸之内地区
未来ビジョンに基づくまちづくり10.都市空間
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令和４年３月１日号 広報津より

１０－(２０)－③【市長コラム】夢をかたちに
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令和４年１２月１日号 広報津より

１０－(２１)【市長コラム】土地が手に負えなくなる前に
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１０－(２２)－① リニア中央新幹線における三重県駅の状況

平成２６年（２０１４年）１０月、東海旅客鉄道株
式会社（ＪＲ東海）による東京・名古屋間の工事
実施計画が認可され、リニア中央新幹線の建
設が開催されました。令和９年（２０２７年）以
降に東京・名古屋間が先行開業する予定で、
名古屋・大阪間は最短で令和１９年（２０３７
年）に開業する予定です。

リニア中央新幹線のルート及び開業時期

（上図）出典：リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会令和４年度
臨時総会資料を津市が一部加工

ＪＲ東海において、上図で示す亀山市内の３つのエ
リアが検討されており、３ｋｍ幅の概略ルート及び
直径５km円の概略駅位置が示される予定となって
います。

出典：三重県地域連携・交通部 広域交通・リニア推進課が作成した
「三重県リニア基本戦略（概要版）（Ｒ６．３）」を津市が一部加工

リニア三重県駅候補地概略位置図

346

三重
県駅

リニア中央新幹線ルート概念図

10.都市空間
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令和５年３月１日号 広報津より

１０－(２２)－②【市長コラム】リニアで変わるまちの姿
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